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1――はじめに 

オーストラリアでは、アクチュアリー会(Actuaries Institute)が、2018 年より豪州アクチュアリ

ー気候指数(Australian Actuaries Climate Index, AACI)を公表している。これは、北米(アメリカ、

カナダ)における、アクチュアリー気候指数(ACI)に類似したものとなっている。ただし、AACIは、ACI

と計算方法が全く同じというわけではない。 

オーストラリアは、広大な国土を有しており、森林火災やサイクロン襲来など、気候変動の影響を

さまざまな形で受けている。アジアとの距離も近いため、気候変動の日本への影響をみるうえで、参

考になる部分もあるものと考えられる。 

本稿では、AACIの概要を紹介するとともに、その推移について、みていくこととしたい。 

2――AACIの枠組み 

まず、AACIの枠組みについて、概観していこう。 

1｜オーストラリアを 12の地域に分けて、地域ごとに指数を開発 

オーストラリアは、日本の約 20倍にあたる約 769.2万平方キロの国土を有している。国土は、南北

約 3700キロ、東西約 4000キロに広がっており、北部の熱帯気候、中央部の乾燥帯気候、南部の温帯

気候1など、地域ごとに気候が大きく異なっている。 

そこで、AACIでは、オーストラリアを 12の地域に分けて、地域ごとに指数を設けている。そして、

12の地域の指数を平均することで、オーストラリア全体の指数(AACI合成指数)を設定している。 

AACIは、アクチュアリーをはじめ、公共政策の立案者、企業、一般市民に、オーストラリアの気候

動向について情報を提供することを目的としている。洪水、サイクロン、干ばつ、熱波などの気候関

連の極端な現象の発生を念頭に置いて作成されている。つまり、気候変動の結果、特定のリスクがど

のように変化するかについて、理解を深めることを意図している。 

 
1 気候の区分については、ドイツの気候学者ケッペンが考案した「ケッペンの気候区分法」が有名。この区分法では、世界各

地の植生の相違を、気温と降水量に置き換えることで、区分の明確化を可能としている。 

2021-11-02 

保険･年金 
フォーカス 

豪州での気候指数の動向 
北米に続き、オーストラリアも気候変動を「見える化」 
 

 

 

 

 

 

保険研究部 主席研究員 篠原 拓也 

(03)3512-1823  tshino@nli-research.co.jp 

ニッセイ基礎研究所 



 2         ｜保険・年金フォーカス 2021-11-02｜Copyright ©2021 NLI Research Institute All rights reserved 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2｜季節単位で、単年と 5年移動平均の指数が設けられている 

指数は、四半期の季節単位(12月～2月、3月～5月、6月～8月、9月～11月)で設けられている。

そして、単年の季節の指数と併せて、5 年移動平均と、当該季節の 5 年移動平均の指数も設定されて

いる。これは、気候変動を、より長いスパンで捉えようとするものと考えられる。 

3｜指数は、参照期間からの乖離度の大きさで表される 

指数は、高温、低温、降水、風、連続乾燥日、海水面の 6つの項目について、計算される。1981年

～2010 年の 30 年間を参照期間として、あらかじめ、各項目について、参照期間中の平均と標準偏差

を求めておく。 

ある 1つの項目に、注目しよう。この項目について、ある四半期の乖離度を求めることにしよう。

そのためには、その四半期の計数値から、参照期間中の平均を引き算する。その引き算の結果を、参

照期間中の標準偏差で割り算する。このようにすることで、その四半期の計数値が、標準偏差の何倍

くらい、平均から乖離しているかという、乖離度が計算できる。 

乖離度が標準正規分布に従うものと想定すると、-1から 1の間に入る確率は、約 68.3%となる。逆

に、乖離度が 1を超える確率や、-1を下回る確率は、それぞれ約 15.9%となる。このように計算した

乖離度を、異常の度合いを定量的に示すために標準化された、指数として用いる。 

4｜AACI合成指数の計算には、高温、降水、海水面の指数しか用いない 

気候の指数として、6つの項目をとっているが、AACI合成指数の計算には、高温、降水、海水面の

指数しか用いていない。低温、風、連続乾燥日を除外する理由は、つぎのように説明されている。 

低温    : すでに高温が合成指数に用いられており、気温が強調され過ぎないようにするため 

風     : 1995年頃の風速計の最新化で測定方法が変更されており、データが一貫しないため 

連続乾燥日 : 合成指数に用いられている降水と、強い負の相関を持つため 

図表 1. オーストラリアの 12の地域区分 

    

※ “Design Documentation - Australian Actuaries Climate Index"(Actuaries Institute)より、筆者作成 
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これにより、合成指数は、高温、降水、海水面の 3つの指数の平均として、計算されることとなる。 

3――AACIの各項目の作成方法 

指数の作成方法を簡単にみていこう。気候の元データは、オーストラリア気象局(the Bureau of 

Meteorology, BoM)のものを用いている。以下では、項目別にみていこう。 

1｜高温は、99%閾値を上回る日数の割合から算出 

気温については、112ヵ所の BoMの気象観測所のデータが用いられる2。 

高温は、1日の最高温度が、参照期間中の最高気温の 99%閾値(しきいち)を超えた日が、その季節に

どれだけあったかという割合でみていく。たとえば、ある年の 3月 6日については、1981年から 2010

年までの 3月 6日とその前後 5日間の、合計 330日分のデータのうち、99%として 4番目に高いデータ

が 99%閾値となる。3月 6日の最高気温が 99%閾値を上回っていれば、超えた、とカウントされる。こ

のような「超過」の日数が、その季節に占める割合をみる。同様のことを、1 日の最低気温について

も行い、99%閾値を超えた日数の割合をとる。 

この割合から、参照期間の平均を差し引き、その結果を参照期間の標準偏差で割り算してそれぞれ

の乖離度が計算される。そして、最高気温と最低気温について、乖離度の平均をとって、高温の指数

が計算される。 

2｜低温は、1%閾値を下回る日数の割合から算出 

低温は、AACI合成指数の計算からは除外されているが、高温と同様に指数の計算は行われる。ただ

し、その際、閾値には 1％閾値が用いられる。330日分のデータのうち、1%として 4番目に低いデータ

が 1％閾値となる。1%閾値を下回った日数の割合から計算される。 

3｜降水は、5日間の降水量の最大値から算出 

降水については、降雨の観測・報告を行っている約 2000ヵ所の観測所のデータが用いられる。 

降水は、季節のうち、連続する 5 日間の降水量をみる。高温と同様に、参照期間中の降水量の 99%

閾値を超えた日が、その季節にどれだけあったかという割合でみていく。この割合から、参照期間の

平均を差し引き、その結果を参照期間の標準偏差で割り算して、降水の指数が計算される。 

4｜風は、99%閾値を上回る日数の割合から算出 

風は、AACI合成指数の計算からは除外されているが、指数の計算は行われる。信頼できる風速の時

系列データを提供するとされる、BoMの38ヵ所の観測所のデータが用いられる。高温や降水と同様に、

参照期間中の風速の 99%閾値を超えた日が、その季節にどれだけあったかという割合でみていく。こ

の割合から、参照期間の平均を差し引き、その結果を参照期間の標準偏差で割り算して、風の指数が

計算される。なお、風は、他の項目より遅れて、1992年冬季(6～8月)以降分が公表されている。 

5｜連続乾燥日は、雨が 1 mm未満となる乾燥日の最大連続日数から算出 

連続乾燥日は、AACI合成指数の計算からは除外されているが、指数の計算は行われる。BoMの降水

 
2 参照するデータは、Australian Climate Observations Reference Network – Surface Air Temperature(ACORN-SAT)のもの。

長期間観測を行っている 112の観測所のデータを抽出する。データ取得方法の違いなどを補正するために、“homogenisation”

(均質化)と呼ばれる処理を行っている。 
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データをベースに、雨が 1 mm未満となる乾燥日が何日続くかという、最大連続日数についてデータを

とる。気温や降水と同様に、連続乾燥日の指数が計算される。 

6｜海水面は、季節の最大水位のデータから算出 

海水面は、BoM によって設置された「基線海水面監視計画」というプロジェクトで観測される、16

ヵ所の潮位計によるデータが用いられる。海洋に面した 8つの地域区分で指数が計算される。 

海水面は、季節の最大水位のデータをとる。このデータから、参照期間の平均を差し引き、その結

果を参照期間の標準偏差で割り算して、海水面の指数が計算される。 

7｜AACIは、ACI とは参照期間、閾値水準等の点で相違 

AACIは、先行して開発された北米の ACIといくつかの点で異なっている。相違点をまとめると、次

のとおりとなる。これらは、データの取得可否や信頼性などの違いによるものと考えられる。 

図表 2. ACIと AACIの相違点 (主なもの) 

 ACI (北米) AACI (オーストラリア) 

参照期間 1961年～1990年 1981年～2010年 

閾値 90%閾値を使用 99%閾値を使用 

風のデータ 1日の平均風速 1日の最大風速 

海水面のデータ 季節の平均水位 季節の最大水位 

合成指標 6項目すべての平均 高温、降水、海水面の 3項目の平均 

※ “FAQs for the Australian Actuaries Climate Index”(Actuaries Institute)より、筆者作成) 

4――AACIのこれまでの推移 

ここで、今回公表された指数のこれまでの推移を、見ておこう。指数には、各季節の指数、5 年移

動平均、当該季節の 5年移動平均、の 3種類の指数がある。オーストラリアのアクチュアリー会が、

主として公表しているのは、5年移動平均の指数となっている。これを、全体の AACIと、各項目につ

いて示すと、次の図の通りとなる。 
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図表3. 指数推移 (5年平均)
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※ Australian_actuaries_climate_index_export_2021_3-nlより、筆者作成 
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1981年から 2010年は参照期間であり、この期間には、横軸の付近で推移している。2011年以降、

AACI合成指数の値は、徐々に高くなっている。2021年冬季(6～8月)には、0.47となっている。近年、

オーストラリアの気候の異常度合いは上昇傾向にある、ということが、定量的に示されている。 

項目ごとに見ると、高温や海水面は、AACI合成指数を上回って推移している。温暖化により、高温

日数の増加や、海水面の上昇が進んでいる様子がうかがえる。 

一方、降水、風、連続乾燥日の 3項目については、上下の振幅の幅が大きい。これらについては、

今後も振幅の幅が拡大していくかどうかなど、中長期的な動きを、慎重にみていく必要があるものと

考えられる。 

5――リスク指数の開発 

AACIは、気候の異常度合いを表す指数である。その異常が、経済に与える影響を定量的に表すため

には、AACIによって表される気候変動が、財産の物理的な損害や、人々の健康への悪影響、過剰なエ

ネルギー需要等のリスクに、どのようにつながっていくかが重要なポイントとなる。 

アメリカでは、アクチュアリー気候指数(ACI)をもとに、アクチュアリー気候リスク指数(ACRI)が開

発され、その推移が公表されている。ACRIは、アメリカでの保険事業のリスク管理を目的としている。 

オーストラリアでは、現在のところ、リスク指数の開発には至っていない。今後、リスク指数開発

の検討が進むか、が注目されるところといえよう。 

6――おわりに (私見) 

気候変動は、人類すべてが取り組むべきグローバルな問題であり、かつ、数十年～百年といった長

期の時間軸で対応が求められる問題といえる。今年 10月末から 11月にかけて、イギリスのグラスゴ

ーで開催される国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議(COP26)に先立って、各国は、温室効果ガス

排出削減目標を表明している。日本は、2030 年度に 2013 年度比 46%減で、2050 年に実質ゼロ、とい

う目標を打ち出している。この 2050年に実質ゼロの目標は、EU、英国、米国、そして、オーストラリ

アも掲げている。これに対して、サウジアラビアは 2060 年までに実質ゼロ。中国、ロシアは、2060

年までに CO2排出を実質ゼロとする目標を示している。3 

今後は、これらの目標の実現に向けて、さまざまな取り組みが進められるものと考えられる。 

日本でも、気候変動問題に対する認識は急速に高まっている。異常気象による自然災害の発生をは

じめ、人々の健康に与える影響、経済的なインパクトなど、気候変動が引き起こす問題は幅広い。そ

のため、気候変動の指数化は重要と考えられる。北米やオーストラリアに続いて、同様の取り組みが、

ヨーロッパなど、世界的に広がっていく可能性もある。 

日本でも、これから、気候変動の「見える化」が、ますます求められるようになるだろう。そうし

たことを念頭に置きつつ、指数化の動きを、ウォッチしていく必要があろう。 

 
3 (本文記載以外の各国の排出削減目標) EUは、2030年までに 1990年比少なくとも 55%減。英国は、2030年までに 1990年

比少なくとも 68%減。米国は、2030年に 2005年比 50～52%減。中国は、2030年までに CO2の排出量をピークアウト。 


